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 本研究領域は、グリア細胞ネットワークを「グリアアセンブリ」と定義し、

グリアアセンブリを中心に脳の形成、情報処理、精神疾患の発症機序を解明

しようとする提案である。従来のニューロン中心の脳科学研究において、グ

リア研究は近年注目されている分野であり、「グリアアセンブリ」という概念

からの切り口は斬新で、医学面での重要性・必要性も高い。 

 研究組織について、各計画研究はそれぞれが十分な実績を有する基礎から

臨床までの多様な研究者により構成されており、高い水準の研究成果が期待

できる。また、若手人材育成・研究支援活動について積極的な取組が計画さ

れているが、本分野の次世代を担う若手研究者の育成は極めて重要であり、

領域代表者のリーダーシップと効果的なマネジメントに期待する。 

 なお、個別に研究を進めてきたグリア研究者の中で「グリアアセンブリ」

という概念について理解の違いが見られるため、有機的な連携のための工夫

が必要である。 

 

  


